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CARBON TAILGATE SPOILER

取 付・取 扱 説 明 書

この度は、無限製品をお買い上げ頂きありがとうございます。

以下の注意点を正しくご理解の上、お取り付け下さいますようお願い申し上げます。

取り付け後は、本書を必ずお客様にお渡し下さい。

取り付け作業者及び、使用されるお客様へのご注意
１．作業環境として２０℃以上の温度を保てる場所での作業を推奨します。

２．両面テープの接着不良を防ぐ為、取り付け後は最低２４時間以上水がかからないようにして下さい。

３．テールゲート スポイラーが事故や接触等により破損・変形した場合は、直ちに修復するか取り

　　外して下さい。そのままの走行は、事故発生の原因になる恐れがあり、大変危険です。

４．自動洗車機での洗車は避けて下さい。テールゲート スポイラーに無理な力が加わり、破損の

　　原因となることがあります。

５．定期的に両面テープの剥がれがないことを点検し、取り付け状態を確認して下さい。

! ご注意

３．純正パーツの取り付け・取り外しは、サービスマニュアルに従って、作業を行って下さい。

４．本製品の改造、組み付け不良、誤使用による不具合・事故等については、弊社は一切責任を

　　負いかねますのでご了承下さい。

TEL．０４８-４６２-３１３１　FAX．０４８-４６２-３１２１

ご不明な点がございましたら下記までご連絡下さい。
〒３５１－８５８６　埼玉県朝霞市膝折町２-１５-１１

株式会社　Ｍ－ＴＥＣ　商品事業部
【営業時間10:00～12:00、13:00～17:00
（土日・祝日・弊社指定定休日を除く）】

１．開梱後は、ただちに梱包内容（構成部品表を参照）の不足や破損の無いことを確認して下さい。

２．取り付け前に、適合車種の確認を行って下さい。

[適合車種]　　ＣＩＶＩＣ ＴＹＰＥ Ｒ　　　６ＢＡ－ＦＬ５

　　　　　　　ＣＩＶＩＣ　　　　　　　　　５ＢＡ－ＦＬ１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６ＡＡ－ＦＬ４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６ＢＡ－ＦＬ１
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型紙

（Ｌ）

型紙

（Ｒ）

ご案内

【構成部品表】

No. QTY.PARTS　NAME.

テールゲート スポイラー① １

スポンジワッシャー

クリップ

② ２

２③

④

⑤

⑥

⑦

ワッシャーボルト（ＴＹＰＥ Ｒ用） ６

型紙（Ｌ）

型紙（Ｒ）

１

ＷＥＢ取説ご案内シート

１

１

本書本文中の使用部品番号は

構成部品表に準じます。

①

【必要工具】

・ラチェットレンチ　・エクステンションバー　・ボックスレンチ １０ｍｍ
・トルクレンチ　・ドリルφ４、φ８　・カッター　・イソプロピルアルコール　・ウエス
・マスキングテープ　・ハサミ　・センターポンチ　・ガムテープ　・ヤスリ　・スケール
・保護めがね　・手袋

④③

⑤ ⑥ ⑦

②
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FR

LH

マスキング
テープ

テールゲートの
Ｒ止まり

マスキングテープ

［拡大図］

　《注意》・車体に傷を付けないように注意して作業を行うこと。
　　　　　・作業は他の人に保持してもらいながら行うこと。
　　　　　・作業は左右同様に行うこと。

Ⅰ．取り付け準備

３．テールゲートの図示位置に⑤⑥型紙（Ｌ／Ｒ）を貼り付ける。

テールゲート

テールゲート

⑤型紙（Ｌ）
Ｒ止まり基準

Ｒ止まり基準

※Ｒ側も同様

※イラストはＴＹＰＥ Ｒです

１．テールゲートを開け、リア カーゴ カバー、カーゴ カバー フロント ブラケット

　　（Ｌ／Ｒ）、テールゲート ロア ライニング ガーニッシュを取り外す。

　　（サービスマニュアル参照）（ＴＹＰＥ Ｒのみ作業）

２．純正テールゲート スポイラーを取り外す。（サービスマニュアル参照）

　　（ＴＹＰＥ Ｒのみ作業）
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マーキング

テールゲート

４．穴あけ位置をセンターポンチでマーキングする。

センターポンチ

※Ｒ側も同様

５．⑤⑥型紙（Ｌ／Ｒ）を剥がす。

※イラストはＴＹＰＥ Ｒです

⑤型紙（Ｌ）
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１０ｍｍ

ガムテープ

ドリル刃

テールゲート

φ８

　６．穴あけ作業の突き抜け防止策としてドリル刃にガムテープ等を貼る。

　７．車両保護の為、必要に応じて穴あけ位置の周囲にマスキングテープを貼り付ける。

　８．テールゲートのマーキング位置にφ８（φ４→φ８）の穴をあける。

ドリル
φ４→φ８

※Ｒ側も同様

　９．マスキングテープを剥がす。（貼り付けた場合）

１０．加工穴周囲のバリや切り粉を除去する。

ガラス破損に注意して作業を行って下さい。
手を切る恐れがある為、注意して作業を行って下さい。
穴あけ作業時に切り粉がテールゲート内部に入らないように作業を行って下さい。
テールゲート内部に切り粉が入ってしまった場合は、クリーナー等で吸い取り除去して下さい。

注 意

※イラストはＴＹＰＥ Ｒです
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　《注意》・テールゲート スポイラー及び車体に傷を付けないように注意して作業を行うこと。
　　　　　・作業は他の人に保持してもらいながら行うこと。
　　　　　・作業は左右同様に行うこと。
　　　　　・両面テープの接着不良を防ぐ為、取り付け後、最低２４時間以上は水がかからない
　　　　　　ようにすること。

Ⅱ．テールゲート スポイラーの取り付け

１．テールゲートの下図斜線部をイソプロピルアルコールで脱脂洗浄する。

脱脂洗浄

テールゲート

※イラストはＴＹＰＥ Ｒです
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２．②スポンジワッシャーの離型紙を剥がし、テールゲートのφ８加工穴に合わせて片側

　　１か所貼り付ける。

［使用部品］

②（２）

スポンジ
ワッシャー

②スポンジワッシャー
テールゲート

※Ｒ側も同様

※イラストはＴＹＰＥ Ｒです
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離型紙

離型紙

中心

離型紙

離型紙

マスキングテープ

マスキング
テープ

マスキングテープ

①テールゲート
　スポイラー

①テールゲート スポイラー

①テールゲート スポイラー

③クリップ

③クリップ

３．①テールゲート スポイラーの両面テープの離型紙を３０ｍｍほど剥がし、折り返して

    マスキングテープで固定する。

４．①テールゲート スポイラー裏面に③クリップ２か所を取り付ける。

［下面視］

マスキングテープ

マスキングテープ

クリップ

③（２）

［使用部品］

[裏面視]
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UP
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テールゲート

テールゲート

Ｒ止まり

車両中心

Ｈマーク
エンブレム

５．テールゲートのφ８加工穴に①テールゲート スポイラー裏面に取り付けた③クリップ

　　片側１か所を合わせ、取り付け位置を確認しながらテールゲートに①テールゲート 

　　スポイラーを仮当てする。

①テールゲート スポイラー

①テールゲート スポイラー

③クリップ

①テールゲート
　スポイラー

デザインの継ぎ目を
車両中心に合わせる

①テールゲート スポイラーの
後端をテールゲートの
Ｒ止まりに合わせる

［断面図］ ［拡大図］

※イラストはＴＹＰＥ Ｒです
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６．下記順番で①テールゲート スポイラーの両面テープの離型紙を矢印の方向に引き抜く

　　様に剥がし、圧着する。

７．取り外した車両部品を復元する。

　　※純正テールゲート スポイラーを固定していたワッシャーボルトは、必ず④ワッシャー

　　　ボルトに交換すること。（サービスマニュアル参照）（ＴＹＰＥ Ｒのみ作業）

８．取り付け状態が完全か確認する。

注 意
接着力を向上させる為、両面テープ貼り付け時には、作業環境が２０℃以上の状態で行うこと。

温度が低いときには、両面テープをドライヤー等で温めてから作業を行うこと。

※スポイラーの浮きや剥がれの原因となる為、両面テープの圧着は十分行うこと。

［下面視］

テールゲート

テールゲート

①テールゲート スポイラー

①テールゲート スポイラー

１

１

２
２

３

３

※イラストはＴＹＰＥ Ｒです






